
 

が
ん
ば
っ
て
ま
す
（
８
月
〜
10
月
）

８月　地域の夏祭り ８月　議会報告会

10 月　太陽光発電所を視察
　　　　（山梨県北杜市）

９月　敬老会にて祝辞

８月　亜臨界水処理プラントの実証実験棟

理
・
野
田
総
理
と
民
主
党
政
権
に
な
り

３
代
目
の
総
理
が
誕
生
し
ま
し
た
。

野
田
総
理
に
は
国
民
の
皆
さ
ん
は
期

待
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
難
と
言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
国
会
議
員
と
し
て
党
内

議
論
を
徹
底
的
に
行
い
、
与
野
党
の
審

議
で
の
「
足
の
引
っ
張
り
合
い
」
の
国

政
運
営
に
歯
止
め
を
か
け
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
国
民
目
線
に
立
ち
、

晩
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
に
ご
活
躍
の
事
と
共

に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

野
田
総
理
に
期
待
す
る

第
95
代
首
相
に
「
野
田
佳
彦
」
氏
が

選
出
さ
れ
、
９
月
２
日
に
新
し
い
内
閣

が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
前
の
８
月
30
日
に
施
行
さ
れ
た
、

第
45
回
衆
議
院
選
挙
で
国
民
の
皆
さ
ん

か
ら
絶
大
な
る
支
援
で
、
歴
史
的
な
政

権
交
代
を
果
た
し
、
鳩
山
総
理
・
菅
総
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

総
理
と
し
て
指
導
力
を
発
揮
し
、
政
権
交
代
の
原
点
に
戻

り
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
を
実
現
し
、「
国
民
の
た
め
の

政
治
」
を
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
会
議
で
個
人
質
問
を
行
う

９
月
８
日
に
４
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
の
内
容
は
、
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
「
防
災

対
策
に
つ
い
て
」
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
57
年
７
月

23
日
に
長
崎
市
は
集
中
豪
雨
に
よ
り
多
く
の
死
傷
者
や
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
と
し
て
防
災
行
政
無
線
の
増
設
や
河
川
整

備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
無
線
の
課
題
解
決
策
、

さ
ら
に
来
年
は
大
水
害
か
ら
30
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
長

崎
市
と
し
て
後
世
に
教
訓
を
残
す
た
め
に
、
７
月
23
日
に

長
崎
市
全
体
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

長
崎
市
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
の
５
年
間
の
行

政
改
革
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
本
市
の
現
状

は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
、
地
場
産
業
の
低
迷

な
ど
で
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
特
に

財
政
面
で
は
景
気
回
復
が
進
ま
な
い
為
に
、
法
人
税
・
市

民
税
は
大
き
く
落
ち
込
み
、
今
後
、
市
政
運
営
に
支
障
を

き
た
す
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
議
会
の
中
で
「
事
業

の
選
択
と
集
中
」
を
徹
底
的
に
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
し
ま
す

市
民
の
代
表
と
し
て
市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
し
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

長
崎
市
議
会
９
月
定
例
議
会
は
９
月
５
日
（
月
）
に
開
会
し
、
22
日

（
木
）
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
26
億
２，
３
２
３
万
９
千

円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
予
算
と
し
て
、
長
崎
衛
生
公
社
財
団
法

人
化
推
進
事
業
費
（
５，
６
５
７
万
円
）、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
整
備
費
補
助
金
（
１
億
５，
０
０
０
万
円
）、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
費
補
助
金
（
６
０
０
万
円
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
、
市
民
セ
ン
タ
ー
等
公
共
施
設

や
観
光
施
設
の
大
規
模
改
修
費
・
維
持
補
修
費
等
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
、「
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
長
崎
ル
ー
ト
）
諫

早
・
長
崎
間
の
早
期
実
現
に
関
す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
３
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
末
で
閉
園
し
た

旧
南
幼
稚
園
を
活
用
し
て
、
土
井

首
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
た
め
の
施
設
改
修
お
よ

び
駐
車
場
整
備
等
を
行
う
。

g

開
設
予
定
　
平
成
24
年
４
月

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
６
月
補

正
予
算
計
上
）
と
併
設

◆
【【
単
独
】
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
費
補
助
金…６

０
０
万
円

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
者

に
対
し
て
助
成
す
る
。

g

補
助
額
　
６
万
円
／
基
（
１
０

０
基
分
）

※
当
初
予
算
に
５
０
０
基
分
（
予

算
額
３，
０
０
０
万
円
）
計
上

◆
長
崎
衛
星
公
社
財
団
法
人
化
推

進
費
…
…
５，
６
５
７
万
６
千
円

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
し
尿

収
集
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
平

成
24
年
１
月
に
財
団
法
人
を
設
立

す
る
と
と
も
に
、
同
年
４
月
か
ら

事
業
を
開
始
す
る
財
団
法
人
に
対

し
、
財
産
取
得
の
助
成
等
を
行
う
。

◆
上
海
航
路
活
用
推
進
事
業
費

…
１，
４
０
０
万
円

上
海
定
期
航
路
就
航
を
踏
ま
え
、

中
国
人
観
光
客
等
の
宿
泊
や
消
費

活
動
に
繋
が
る
よ
う
、
長
崎
の
魅

力
発
信
、
集
客
対
策
、
受
入
体
制

の
整
備
等
を
行
う
。

〈
内
容
〉公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
動
く
パ
ビ

リ
オ
ン
の
実
施
等

◆
な
が
さ
き
式
見
ハ
イ
ツ
維
持
補

修
費
…
…
…
…
…
４
５
０
万
円

利
用
者
の
安
全
性
・
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
劣
化
し
た
タ

イ
ル
・
浴
場
用
循
環
ポ
ン
プ
お
よ

び
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
面
等
を
補
修
す

る
。

◆
【
単
独
】
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
整
備
費
補
助
金

…
１
億
５，
０
０
０
万
円

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
た
め
、「
通
い
」
を
中
心
と

し
て
、「
訪
問
」
や
「
泊
ま
り
」
を

提
供
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
整
備
を
実
施
す
る

民
間
事
業
者
へ
助
成
す
る
。

多くの傍聴者の中で自席にて再質問を行う

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

一般会計補正予算
９月議会

９月議会９月議会９月議会

26
億
２
億
２
，３
２
３
万
円
９
千
円
が
可
決
！

３
２
３
万
円
９
千
円
が
可
決
！

26
億
２
，３
２
３
万
円
９
千
円
が
可
決
！

g

対
象
施
設
　
５
ヶ
所
（
創
設
）

◆
【
単
独
】
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設

備
整
備
費
補
助
金

…
１，
５
８
２
万
３
千
円

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
等

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
等
設
備
整
備
を
実
施
す
る

民
間
事
業
者
へ
助
成
す
る
。

g

対
象
施
設
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

４
ヶ
所

g

自
動
火
災
報
知
設
備
　
１
ヶ
所

◆
【
単
独
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
施
設
整
備
事
業
費

…
１，
７
５
０
万
円



２．

市
有
地
（
元
船
町
）
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

質
問

長
崎
市
元
船
町
に
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
日
通
倉
庫
と
し

て
使
用
し
て
い
た
市
有
地
が
長
崎

市
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
存

す
る
建
物
は
防
犯
上
・
景
観
上
か

ら
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
跡

地
を
ど
の
よ
う
に
有
効
活
用
す
る

の
か
。

【
答
弁
】
元
船
町
の
市
有
地
は
、
敷

地
面
積
が
約
４
３
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
木
造
倉
庫
が
４
棟
現
存
し

て
お
り
、
更
地
部
分
を
イ
ベ
ン
ト

時
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し

て
お
り
、
倉
庫
４
棟
の
う
ち
、
２

棟
は
消
防
局
の
車
庫
兼
倉
庫
お
よ

び
東
日
本
大
震
災
の
救
援
物
資
等

の
保
管
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。
当
該
地
は
長
崎
駅
か
ら
大

波
止
に
繋
が
る
市
中
心
部
の
一
等

9月定例議会報告9月定例議会報告9月定例議会報告9月定例議会報告9月定例議会報告

個人質問個人質問を行う個人質問を行う
①防災対策　②市有地の今後の活用　③職員の自治会加入　④コンベンション施設

9月8日

１．
「
防
災
対
策
」
に
つ
い
て

①
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

質
問

長
崎
市
の
地
域
防
災
計
画

は
昭
和
57
年
７
月
23
日
の
長
崎
大

水
害
後
に
防
災
行
政
無
線
の
増
設

な
ど
大
幅
な
見
直
し
が
な
さ
れ
た

が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
域

防
災
計
画
を
ど
の
よ
う
に
見
直
し

さ
れ
た
の
か
。

【
答
弁
】当
面
の
津
波
対
策
と
し
て
、

津
波
警
報
の
発
表
基
準
の
上
限
で

あ
る
３
ｍ
未
満
の
土
地
に
建
て
ら

れ
て
い
る
避
難
所
を
抽
出
し
、
津

波
警
報
発
令
の
際
の
避
難
所
と
し

て
は
使
用
し
な
い
方
向
で
、
地
元

自
治
会
へ
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
国
・
県
の
見
直
し
を
受
け
て
、

地
域
防
災
計
画
の
地
震
お
よ
び
津

波
対
策
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

【
要
望
】
長
崎
大
水
害
か
ら
来
年

で
30
年
と
な
る
が
、
市
民
に
と

っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い

災
害
で
あ
っ
た
が
、
大
水
害
の

教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
為
に
、

毎
年
７
月
23
日
に
市
全
体
で
の

防
災
訓
練
の
実
施
を
検
討
さ
れ

た
い
。

②
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
課
題

質
問

本
市
の
自
主
防
災
組
織
は

ど
の
よ
う
な
単
位
で
組
織
さ
れ
て

い
る
の
か
、
更
に
、
現
状
の
組
織

率
お
よ
び
具
体
的
な
活
動
内
容
。

【
答
弁
】
自
主
防
災
組
織
は
主
に
自

治
会
単
位
で
結
成
さ
れ
、
組
織
率

は
市
内
の
自
治
会
総
数
の
38
・

９
％
で
全
国
平
均
の
約
半
分
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
成
率
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活

動
状
況
は
、
毎
年
５
月
に
実
施
し

て
い
る
長
崎
市
総
合
防
災
訓
練
に

約
１
０
０
組
織
、
防
災
講
演
会
に

約
80
組
織
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
危
機
管
理
室
や
消
防

局
に
指
導
依
頼
が
あ
っ
た
避
難
訓

練
や
消
火
訓
練
な
ど
、
各
地
域
で

の
防
災
訓
練
を
約
40
組
織
が
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
要
望
】
長
崎
市
の
自
主
防
災
組

織
率
は
全
国
平
均
の
約
半
分
し

か
結
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
組

織
率
を
上
げ
る
事
も
必
要
で
あ

る
が
、
自
主
防
災
組
織
を
「
機

能
す
る
組
織
」
に
さ
れ
た
い
。

③
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
に
く

い
地
域
の
対
応

質
問

本
市
は
防
災
行
政
無
線
が

聞
こ
え
に
く
い
地
域
の
対
応
と
し

て
無
線
の
増
設
や
ス
ピ
ー
カ
ー
調

整
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ

け
で
本
当
に
解
決
出
来
る
の
か
と

な
る
と
、
地
形
的
な
問
題
や
住
宅

の
密
封
度
等
で
無
理
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
と
し
て
放
送
が
聞
こ
え

な
い
地
域
の
抜
本
的
な
改
善
策
は

な
い
の
か
。

【
答
弁
】
防
災
行
線
無
線
は
、
長
崎

大
水
害
後
の
昭
和
58
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
、
現
在
、
長
崎
市
内
に

４
８
２
箇
所
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
抜
本
的

解
消
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
為
、
市
内
全
域
の
中
で
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
の
設
置
密
度
が
薄
い
と

判
断
さ
れ
る
地
域
１
１
１
箇
所
に
、

平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
の
３
ヶ

年
で
戸
別
受
信
機
拡
声
方
式
に
よ

る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
を
行

い
、
難
聴
地
域
の
抜
本
的
な
解
消

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
22
年
度
は

30
箇
所
の
増
設
を
完
了
し
、
23
年

度
は
40
箇
所
を
増
設
す
る
予
定
で

す
。

再
質
問

防
災
行
政
無
線
の
増
設

等
の
整
備
が
終
了
し
て
も
地
形
的

な
問
題
な
ど
で
聞
き
取
り
に
く
い

地
域
が
す
べ
て
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
以
降
、
他
の
自
治
体
で
は
市
民

か
ら
の
要
望
で
防
災
ラ
ジ
オ
が
普

及
し
て
い
る
が
本
市
も
導
入
し
な

い
の
か
。

【
再
答
弁
】防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は
、

防
災
行
政
無
線
放
送
が
聞
こ
え
に

く
い
難
聴
地
域
に
お
い
て
、
補
完

す
る
手
段
と
し
て
導
入
を
検
討
す

る
た
め
、
平
成
22
年
１
月
下
旬
か

ら
３
月
末
ま
で
の
間
、
12
地
域
２

２
７
世
帯
を
対
象
に
ラ
ジ
オ
を
配

布
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

も
踏
ま
え
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入

に
よ
る
効
果
は
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
平
成
22
年
度
か
ら
の

３
ヶ
年
計
画
に
よ
る
防
災
行
政
無

線
の
整
備
に
よ
る
難
聴
地
域
の
解

消
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
配
布
の
在
り
方
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

地
に
位
置
し
て
お
り
、
有
効
活
用

を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
早

急
に
現
存
す
る
倉
庫
を
取
り
壊
し

最
も
有
効
な
活
用
策
を
検
討
し
ま

す
。

３．

職
員
の
自
治
会
加
入
に

つ
い
て

質
問

平
成
22
年
６
月
議
会
の
一

般
質
問
で
市
職
員
の
自
治
会
加
入

状
況
に
質
疑
を
行
い
、
答
弁
で
は

居
住
地
に
自
治
会
が
あ
り
な
が
ら

加
入
し
て
い
な
い
職
員
が
２
２
１

名
で
、
市
長
よ
り
未
加
入
職
員
に

対
し
て
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
市
長
よ
り
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
の
加
入
実
績
お

よ
び
加
入
促
進
の
取
り
組
み
状
況
。

【
答
弁
】
平
成
23
年
度
の
自
治
会
加

入
調
査
は
取
り
ま
と
め
中
で
す
が
、

平
成
22
年
８
月
現
在
で
未
加
入
者

は
１
８
５
名
で
21
年
度
調
査
時
の

２
２
１
名
よ
り
36
名
減
少
し
ま
し

た
。
加
入
促
進
の
取
り
組
み
は
、

昨
年
の
６
月
議
会
終
了
後
に
各
部

局
の
筆
頭
課
を
通
じ
て
、
全
職
員

へ
強
く
加
入
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
庁
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の

掲
示
板
を
活
用
し
た
加
入
の
呼
び

か
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
未
加
入
者
に
対
し
て

加
入
促
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

防災ラジオ

元船町の旧倉庫

平平
成
23
年
９
月
議
会
・
一
般
質
問
要
旨

年
９
月
議
会
・
一
般
質
問
要
旨（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

平
成
23
年
９
月
議
会
・
一
般
質
問
要
旨（
抜
粋
）

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目

指
す
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

参
加
費
　
　
（
２
０
０
万
円
）

１
、
概
要

本
年
10
月
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
が

主
催
し
、首
都
ア
ス
タ
ナ
市
に
お
い
て
、

核
実
験
場
閉
鎖
20
周
年
を
記
念
し
、
核

実
験
の
恒
久
停
止
、
人
類
の
核
兵
器
か

ら
の
解
放
へ
の
展
望
お
よ
び
核
不
拡
散

問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
会
議
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
同
国
政
府
よ
り
会

議
出
席
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

被
爆
地
の
市
長
と
し
て
出
席
し
、
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
国
際
世

論
を
喚
起
し
核
兵
器
廃
絶
の
機
運
を
高

め
る
。

２
、
事
業
内
容

(1)
開
催
期
間
　
平
成
23
年
10
月
11
日
か

ら
13
日
ま
で（
３
日
間
）

(2)
場
　
　
所
　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

ア
ス
タ
ナ
市
、
セ
メ
イ
市

原
爆
資
料
館
維
持
補
修
費

（
２
４
０
万
円
）

１
、
事
業
内
容
（
目
的
）

原
爆
資
料
館
の
人
口
滝
の
水
を
循
環

さ
せ
る
た
め
、
２
台
の
水
中
ポ
ン
プ
を

稼
働
さ
せ
て
い
る
が
、
１
台
が
故
障
し

た
た
め
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
１
台
に

負
荷
が
か
か
っ
て
お
り
、
修
理
す
る
必

主
な
補
正
予
算

厚
生
委
員
会
は
、
９
月
14
日（
水
）か
ら
16
日（
金
）の
３
日
間
開
催
し
、

委
員
会
所
管
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
・
請
願
お
よ
び
所
管
事

項
調
査
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

要
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
お
よ
び

常
設
・
企
画
展
示
室
の
空
調
設
備
の
一

部
（
環
気
調
整
用
温
湿
度
計
お
よ
び
環

気
調
整
板
用
モ
ー
タ
ー
）
が
故
障
し
て

お
り
、
空
調
効
率
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
か
ら
機
器
の
交
換
修
理
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

健
康
診
査
費
（
大
腸
が
ん

検
診
推
進
事
業
費
）

（
３，
８
４
９
万
２
千
円
）

１
、
概
要

大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
よ
る
死
亡

率
減
少
の
た
め
、国
の
要
綱
に
基
づ
き
、

働
く
世
代
の
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
５

歳
刻
み
の
対
象
者
に
、
大
腸
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
健
診
手
帳

を
配
布
し
、
受
診
促
進
を
図
る
。

２
、
事
業
内
容

(1)
対
象
者
　
前
年
度
に
節
目
の
年
齢

に
到
達
し
た
者
（
Ｈ

23
・
６
・
30
現
在
）

年
齢
　
　
　
対
象
者
数

40
歳
　
　
　
５，
６
７
９
人

45
歳
　
　
　
５，
４
２
０
人

50
歳
　
　
　
５，
７
８
６
人

55
歳
　
　
　
６，
２
３
７
人

60
歳
　
　
　
８，
１
０
４
人

計
　
　
３
１，
２
２
６
人

児
童
虐
待
防
止
対
策
費

（
２
０
２
万
２
千
円
）

１
、
概
要

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、現
在
、

親
子
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
域
協
議
会

で
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
ま
た

市
民
等
に
対
し
て
研
修
会
の
開
催
に
よ

り
関
心
を
高
め
早
期
発
見
、
対
応
に
努

め
て
い
る
。

今
回
、
県
の
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」

を
活
用
し
、
市
民
の
関
心
や
知
識
を
高

め
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
な

ど
に
よ
る
広
報
啓
発
や
虐
待
防
止
研
修

会
を
開
催
す
る
。
ま
た
、
体
制
強
化
の

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
訪
問
時
の
車

両
購
入
等
を
行
う
。

地
域
の
子
ど
も
安
全
対
策

強
化
事
業
費
（
１
０
４
万
円
）

１
、
概
要

各
小
学
校
区
子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
防
犯
活
動
を
支
援
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、
か
つ
、
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
今
回
、
長

崎
県
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
て
、

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
中
に
使
用
す
る
物
品

を
配
布
す
る
。

厚
生
員
会
報
告


